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Web講演会
（2021年10月18日）

参加者：

• 国土交通省海事局安全政策課長 峰本健正

• 日本海事協会 有馬俊朗、平田純一、福原智幸

• 三菱造船 上田直樹、加藤秀総、宮島隆

• 札幌大学 武者かなえ、

• 大阪大学 赤井伸郎、梅田直哉

• 大阪府立大学 池田良穂、片山徹

• 長崎大学 橋本州史



Web講演会 講演タイトル

• 講演：

① クルーズ船の特質と感染症問題 池田良穂(大阪府立大学)

② クルーズ船内の感染症事例についての数理解析 梅田直哉(大阪大学)

③ 港湾インフラ・エリアにおける感染症対策- 赤井伸郎(大阪大学)

④ COVID-19に対応した船舶運航対策及び認証動向について 平田純一
(NK)

⑤ 病院船の検討と今後のクルーズ船・フェリーの感染症対策について

上田直樹(三菱造船)



ダイヤモンドプリンセスの船内集団感染

• 2020年2月3日 ダイヤモンド・プリンセスが横浜発の2週間アジ
アクルーズを終えて横浜港に帰港

• 2月4日 検疫の結果、新型コロナウイルスの10名の感染者判明。
集団感染の疑いが濃厚。

• 2月5日 横浜港において全乗客・乗員の2週間の隔離を開始。

陽性者は逐次、陸上の病院に搬送。

• 2月19日 乗客の隔離終了。陰性者443人が下船。

延べ3日間で970名が下船。濃厚接触者89名は陸上後、宿舎に

移動して検疫継続。

• 3月1日 全乗員の隔離終了、下船。

• 感染者712名、死亡13名



ダイヤモンドプリンセスの
船内集団感染事象からの教訓

• 無対策であれば船内パンデミックが起こりうる

• クルーズ客船が「閉鎖空間・換気が悪い」という風評の蔓延

• クルーズ客船を隔離船として活用した水際対策の成功

• 長期港内係船時の運用の問題点

・汚水排出or造水のための出港

・インサイドルームでの長期隔離の是非

・客室への食事デリバリー

・客室内の清掃

• 医療費用の負担問題



これからのクルーズに向けて(1)

客船のハード面での対策

(上田委員・梅田委員・池田委員)

•換気と空調

•空気清浄装置・高性能フィルターの設置

•発症者の隔離・治療用病室の拡充

•大規模感染状態になれば、発症者と経過観察者
の船内分離(ゾーン分け)が必要









これからのクルーズに向けて(2)

客船内のソフト面での対策

• クルーズ客船業界の自主ガイドラインの作成と更新

• 各クルーズ客船の感染防止対策

・バブル方式の採用(乗船前PCR検査)

・各種三密回避策

・体温測定

・旅客定員削減

・旅客行動の把握

• 感染者発生時の対策

・感染者の早期発見

・感染者の早期隔離

・感染者の早期手当

• 船級協会による各船感染対策の検査・認定



第3者機関による検査・認定

キーポイントは「マネジメントシステムの確立」
(平田純一委員)

• 目まぐるしい変化に対応するには、自らを改善できるマネジメント
システムが大事

• クルーズ船社がマネジメントシステムのマニュアル作成

• NK認証は「手順を確実に確立・実行できているか」で判定

• PDCAを確実に回す体制

マネジメントシステムの、「計画→実施→評価→改善」の継続的な繰り返し



NKクルーズ船におけるCovid-19マネジメントシステムガイドライン

まえがき
序文
0.1背景
0.2目的
0.3言語
1.適用範囲
2.引用規格および参考文献
3.用語および定義
4.職務と責任
4.1会社の職務と責任
4.2船長の職務と責任
4.3衛生管理者の職務と責任
4.4医師の職務と責任
4.5ホテル部門責任者の職務と責任
5.クルーズ船におけるCOVID-19マネジメントシステムの
構築
5.1COVID-19マネジメントシステムの機能的要件
5.2COVID-19マネジメントシステムの方針
6.教育
6.1COVID-19に関する教育・情報提供
6.2COVID-19に関する情報の更新
6.3記録とその管理
7.乗務員の乗船・下船マネジメント
7.1乗船前マネジメント
7.2乗船時マネジメント
7.3下船時マネジメント
7.4記録とその管理

8.乗客の乗船・下船マネジメント
8.1乗船前マネジメント
8.2乗船時マネジメント
8.3乗船の判断
8.4下船時マネジメント
8.5記録とその管理
9.リスクアセスメントおよび管理策の決定
9.1リスクアセスメントの実施
9.2設備、提供サービス
9.3乗客の健康状態確認
9.4換気
9.5乗務員の感染予防
9.6船内の消毒
9.7備品の管理
9.8記録とその管理
10.緊急事態時の準備と対応
11.内部監査
12.マネジメントレビュー
13.改善

付属書
付属1 : Covid-19有症者発生時のマネジメント
付属2-1: 船内での感染拡大への準備および対応
付属2-2: 下船のマネジメント

日本外航客船協会
ガイドラインなど

順守すべき基準
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旅客船に関する対策のしくみと認証
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審査の流れ

本船審査
（設備立会）

• 船内における対
策の確認

• 関係者へのイン
タビュー

本船審査
（運用立会）

• マネジメントシス
テムの確認

• ドリルの確認

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
認
証
の
申
請

書面審査

• 業界ガイドラ

インとの整合
性を確認

• NKガイドライ

ンとの整合性
を確認

オペレーション
トライアル仮

証
書
発
給

本
証
書
発
給

設備準備
マネジメント
システム計画

本船側の対応

NK側の対応

13

４．NKバイオセイフティマネジメント審査の流れ



発着港・寄港地の問題
(1) 邦船

(赤井伸郎教授の調査結果)

• 邦船の受入港のヒアリングから見えてきたもの

• 受入クルーズ客船での大規模クラスター発生の懸念

• クラスター発生時の役割分担、費用負担、メディア対応、地域・

関係機関(国、医療機関、保健所、船社、関係者)との協議・調整

• 住民の不安の把握と不安解消が大事

・住民の主な不安: PCRの不完全性、クルーズでの感染対策の認識不

足、寄港地での感染拡大、メディア対応、動線管理



発着港・寄港地の問題

(2) 外国籍船
(赤井伸郎教授の調査結果)

• 大規模船で、乗船客の多さと多様性

• 法令適用範囲の違い

• 医療従事者の多言語対応

• 離島での医療逼迫の可能性

• ターミナルでの感染対策
・ターミナルで高リスクと判定された乗客への対応

・ターミナルの動線

・ターミナルでの減圧室・隔離室の必要性

• 外国籍船の場合ルールの共有・理解が難しい



クルーズ再生に向けての提案(1)

クルーズ客船の格付け
(梅田直哉委員)

•換気・空調

•窓やバルコニーの有無

•ハードについては、IMOゴールベース基準の枠組
みでの客船格付けができる

•船客・旅行社に見えるような格付けが必要

• ソフトについては、WHOやILOとの連携が必要



クルーズ再生に向けての提案(２)

信頼のできるクルーズ構築のための
国際・港湾連携

(池田良穂委員)

•各クルーズ海域における国際連携・港湾連携

•船内パンデミックが発生しても対応可能な拠点港
の整備

•拠点港での発病者の受入医療体制の構築

•拠点港での長期隔離船の受け入れ→船への医療
従事者の派遣、発病者の受入医療、必要な薬の
供給、食料をはじめとする生活物資の供給、水や
電気の供給、汚水・廃棄物の処理

•安心できる医療費負担のあり方の検討



クルーズ再生に向けての提案(3)

臨時隔離船・病院船としての活用

■活用方法

•感染症パンデミック下で遊休化したクルーズ客船
の隔離船としての活用

•大災害時の海岸域でのクルーズ客船の病院船と
しての活用

■活用のための準備

•非常時の公的な用船スキームの準備

•各船の非常時の隔離船・病院船としての活用マ
ニュアルの整備

•平時の模擬訓練の実施



学会へ求められること

病院船の必要性の発信

•近未来の大災害・新感染症パンデミック対策として
の病院船の必要性の発信

■これまでの検討経緯

•国は阪神淡路、東日本の大震災、COVID19パンデ
ミック後に病院船(災害時多目的船)の必要性を検討

•医療・運航スタッフの確保・平時の活用に難があり、
当面建造をしないことを決定

• ただし、「災害時における船舶を活用した医療提供
体制の整備の推進に関する法律」を可決

•既存船の活用や建造可能性の検討は継続



たたき台としての病院船私案 (池田良穂委員)

• 大きさおよび隻数:1～1.7万総トン級を3隻整備

→1隻ドック時にも2隻が稼働可能とする

→令和2年度の国土交通省の検討会の結果をベースに全

長170m程度の船を中心に最適な組み合わせを考慮

• 母港: 青森、下関、および静岡等太平洋岸の港

→日本各地に24時間以内に到着でき、さらに平時利用も

考慮して位置を考える。

• 平時利用:離島及び沿岸過疎地の巡回診療船

各地での防災教育・防災クルーズ

• 災害時利用: 全国の被災地に24時間以内に到着可能。

1ケ月程度の医療活動が可能な能力をもつ



WGのまとめ

• 貴重なダイヤモンド・プリンセスの教訓を将来に生かす

• より信頼のできるクルーズ客船のハード面の継続的な検討

• より信頼できるクルーズ運航のソフトと検証システムの継続的な検討

• より信頼できるクルーズの格付けの検討

• より信頼できるクルーズ拠点港整備への提案

• クルーズ客船の隔離船・病院船としての活用法の整備

• 日本の病院船の実現への学会提案を


